
 

立谷沢川流域丑ノ沢砂防堰堤工事における安全対策･創意工夫について 

 

発注者 新庄河川事務所 

施工者 株式会社 カキザキ 

工事名 立谷沢川流域丑ノ沢砂防堰堤工事 

発表者 ○現場代理人  沼澤和義 

     監理技術者  沼澤和義 

 

１．はじめに 

今年度工事は、本堰堤は昨年完成しており、残りの副堰堤工側壁工水叩工等本堤下流部のコンク

リート構造物施工が中心となります。 

当現場は、清流に生息する川魚や猛禽類など多様な生物が生息し、特に現場出入口付近にクマタ

カの営巣地があり、春の繁殖調査で、繁殖産卵行動が確認され希少猛禽類検討会の見解より着

手前にコンディショニング実施することになりました。 

 立谷沢川流域丑ノ沢砂防堰堤工事において、施工にあたり環境及び安全面で工夫し計画実施した

事を中心にお話しします。 

 

２．工事上の課題 

工事に伴う対策としては、猛禽類の繁殖に対する事、水質汚濁、安全対策、関係者への周知が上

げられ、重要項目として以下を取り上げました。 

1. 着手時の準備として、現場周辺に生息繁殖期間中の、希少野生動植物種に指定されている猛禽

類に対する工事の影響。 

2. 掘削床堀時の水質汚濁対策、生コン打設時に河川水質に悪影響となる可能性がありました。 

3. 仮設工、転流工の安全対策及び工期短縮の工夫。 

4. 資材・土砂運搬時に有効な危険予知になる安全対策。 

5. 施工箇所、工事車両運行路に隣接する住民への周知 

これら、1.～5.項目の解決策が必要となりました。 

 

３．問題解決のために実施した内容について 

３－１猛禽類への配慮 

現場周辺に生息繁殖期間中の、希少野生動植物種に指定されている猛禽類への対策は、希

少猛禽類検討会でコンディショニング実施後に本格施工する方針となりました。 

猛禽類生息環境調査担当者と事前にコンディショニング計画を立て実施しま

した、またコンディショニングに並行して猛禽類生息環境調査担当者による繁殖

状況調査を行っています。  

 実施内容は、下記表のとおり実施しました。  
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日 コンディショニング 実施日 工種・施工内容 重機・車両（台数） 

前日 作業なし 7 月 1 日日 重機搬入 BF.04*1 

1 日 開始 建設重機の静置 7 月 2 日月   BF.04*1 

2 日 〃 7 月 3 日火   BF.04*1 

3 日 
重機３０分稼働、３０分休止を繰り

返す 
7 月 4 日水 仮設工 大型土のう作成 仮置き BF.04*1 

4 日 
重機１時間稼働、３０分休止を繰り

返す 
7 月 5 日木 仮設工 大型土のう作成 仮置き BF.04*1 10t ﾀﾞﾝﾌﾟ*1 

5 日 
３時間稼働、１時間休止、３時間稼

働、３０分休止、２時間稼働。終了 
7 月 6 日金 仮設工 大型土のう作成 仮置き BF.04*1 10t ﾀﾞﾝﾌﾟ*1 

6 日 本格着工（通常作業） 7 月 7 日土 仮設工 仮設水路掘削 大型土のう設置 BF.04*1 10t ﾀﾞﾝﾌﾟ*1 

 

結果としては、ひと組が産卵繁殖しているが、施工箇所又は工事車両運行箇所

から営巣地が見えない場所で影響が少ないと確認されたため、通常の施工に移る

事が出来ました。  

コンディショニング実施をもっと早めることが出来れば結果にもよりますがも

う少し工期が確保できると思いました。  

 

３－２水質汚濁対策 

掘削床堀時の水質汚濁対策としてポンプ排水を鉄製の二段沈殿桝構造として二段目桝にバ

イオログフィルターを採用し濁水ろ過後の排水を河川に戻す方法で対応しました。 

また生コン打設時に河川水がアルカリに変質し生息する川魚に悪影響となる可能性がある

ため、ＰＨ測定器を使用し、堰堤上下流で午前・午後 1 回ずつの測定を行い、水質の変化の監

視することで環境対策としました。 

 山形県の水質基準は、ＰＨ6.5～8.6 の範囲となっています。観測結果は、コンクリート打

設に伴って、基準から外れることはありませんでしたので、特にはアルカリ対策を行わずに工

事を終えることができました。 

１日２日目重機静置 ３日目仮設工大型土のう製作 ４･５日目仮設工敷鉄板･パイプ設置 
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３－３仮設工の工夫 

仮設工の転流工の当初計画では、本堤工スリット部にコルゲートパイプ延長 10m を設置し大型土

のうの締切りとの組合せとなっていました。この場合大雨で増水した場合コルゲートパイプが流さ

れる可能性があり大きな災害の可能性があったこと、また二次転流また二次転流材の撤去時の施工

上の危険性と長期間の施工となるため。コルゲートパイプを硬質ポリパイプ延長 40m 設置に変更し

ました。 

 上流端は、３ｍ×１．５ｍの鉄板にパイプ径と同径の穴をあけた構造として、鉄板がスリット上

流部に密着するよう設置しました。 

 これによって大雨で増水した場合は、あふれた水だけがオーバーフローする構造となりパイプや

大型土のうが流されることがない構造になりました。 
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転流工　ポリパイプ設置　φ500
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鉄板　3.0m×1.5m

 

 

期間中、オーバーフローしても大きな災害に至りませんでした。 

 

２次転流状況 
２次転流増水時ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ状況 

コルゲートを硬質

ポリパイプに変更 

バイオログフィルター

ＰＨ測定器
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３－４運搬車両の安全対策 

資材・土砂運搬時に有効な危険予知になる安全対策として土砂運搬用 10t ダンプと生コンアジテ

ーター車には工事名プラカードを車両フロント部に掲示することにしています。裏面に運転手に対

する安全意識高揚また緊急時にあわてず連絡できるように連絡先を記載して手渡すこととしまし

た。内容は、新規入場者教育時に説明しています。 

 施工は今現在進行中ですが、事故なく施工出来ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－５周辺住民への周知 

施工箇所、工事車両運行路に隣接する 

住民への周知は、着工前に運行経路の隣接 

する、地区住民２５０戸に工事内容や心掛 

けている点を記載した資料を作成し配布し 

ました、内容を理解いただいてから着手す 

ることになったと思います。 

 

 

 

 

 

 

４．あとがき 

希少猛禽類生息環境調査に伴い施工に適した時期に待機する状況となり工程ロスに

なりましたが、仮設転流工に軽量のポリパイプを使用する等、現場での工夫が工程

短縮につながっています。現在も施工中でありますので、今後も無事故無災害に努

めて参りたいと思います。 

表面 

 表 面  

 裏 面 
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発注者 新庄河川事務所

施工者 升川建設株式会社

工事名 平成23年度　立谷沢川流域本沢第二砂防堰堤改築工事

発表者 ○　現場代理人　　　増川　隆敏

　   監理技術者　　　増川　隆敏

キーワード 『クレーン使用に関する安全対策』『他工事との連絡方法』

1．はじめに

　本工事は、最上川水系砂防事業の一環として、立谷沢川流域本沢において上流域からの流出土砂

の調節を目的として、既設堰堤下流側にW=3.50mの腹付けコンクリートを行い既設堰堤を大きくする

工事です。

　施工箇所は、県道344号より林道を約5㎞、工事用道路を約2㎞山中に入った所で、通常の携帯電話

も通じません。自然豊かな場所にありますが、現場までの林道及び工事用道路は狭く、曲りくねっている

ため、通行にはずいぶん気をつかいました。

　また、今回の工事は、型枠工事とコンクリート打設作業が主な作業になることから、常にクレーンを

使用するので、施工前の検討で、クレーン作業での危険度を少しでも下げる安全対策について

報告します。

2．社内検討会の活用

　社内施工会議は、工事施工計画を他の工事経験者

安全管理者を交え検討を行なうことで、より確度の高い

施工管理・安全管理を実行することを目的とする。

本工事では、特に危険度の高いクレーン作業時の

安全対策について検討を行った。

本沢第二砂防堰堤における安全対策について

社内検討会

全体縦断図
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社内検討内容

①クレーンの選定

当現場での最大吊荷重の確認

生コン工場からの運搬時間と作業効率を考慮すると、1㎥積のコンクリートバケットを使用しての

作業になり、最大荷重は、W=3.3t『バケット重量＋コンクリート重量』になります。

作業半径の確認

コンクリート堰堤天端と作業ヤードの高低差により、作業半径がL=22.0m必要になる。

　当初設計では、25tラフテレーンクレーンを使用しての作業になってましたが、吊荷重、作業半径を

考慮し、ラフテレ－ンクレーン(25t～50t)クローラクレーン(30t～50t)を検討した結果、作業半径に

余裕があり、安全安心に作業できるように、50tクローラ

クレーンを採用しました。

②現場作業での施設について

クレーン作業半径内立入り禁止措置

　現場では、クレーンオペレータ－が視認できない箇所は、

無線機及び手合図になることから、視認出来るように

カメラの設置を行なうこと。

　クレーン転倒防止の観点からクレーン設置ヤードは、

水平に良質土で盛土を行なう事。

以上社内で検討した項目を現場に反映させることと

しました。

施工平面図
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3. 現場におけるクレーン作業の安全対策

　社内検討会で検討した内容を現場での作業に反映させるため、作業担当者による検討を行い

実施しました。

①作業配置の確認

　作業ヤードのスペースを考慮し、機械及び作業者の配置計画、旋回方向、玉掛者、合図者等に

ついて検討を行い、次の様な計画を立てました。また、作業前にこれらの内容を確認し合うことにより、

クレーン運転手との連携がスムーズになり安全の向上に繋がりました。

②クレーンオペの視認の向上

　クレーン設置箇所からオペレーターが直接目視できないので、クレーン先端にカメラを取り付け、

運転席内に大型モニターを設置し目視できるようにしました。また、オペレーターとの連絡は無線を

使用する事により、誘導ミスによる事故防止や、常に吊荷状況を確認できることから、安全に効率よく

作業を行なうことができるようになりました。

運転席モニター(14インチ)

先端カメラ

断面図
堰堤平面

配置平面図作業前打合せ
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4. 他工事との連絡方法について

　林道及び工事用道路は迂回路ない各社共有の

道路となっていることから、地震、降雨等により

道路の崩落及び濁沢の土石流による通行止めの

危険があることから、連絡体制が大変重要となり

ました。そのため、立谷沢川流域工事安全対策

協議会の中で連絡体制を整えると伴に、隣接する

濁沢の工事業者と直接連絡が取れるように二重の

体制を整えることにしました。また、現場では、常に

連絡が取れるように、施工箇所の近くに衛星携帯

電話を設置するようにしました。

その結果、作業期間中に5回程度注意する降雨が

あり2回は作業を中止しましたが、連絡を取り合う

事で、作業判断がしやすくなり安全に作業を

進めることができました。

5． おわりに

今回の砂防堰堤工事では、三大災害の内『建設機械・クレーン等災害防止』に取り組み

危険度を下げ円滑に施工する事が出来たと思います。今後は、作業計画段階でこまい部分

までの危険作業を洗出し、即現場に対応できるように現場を施工していきたいと思います。

コンクリート打設作業 無線機による合図

現場に衛星携帯完備

現場作業状況
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現場で施工したことについて 
                                 

      発注者 新庄河川事務所                      

施工者 株式会社 柿﨑工務所 

工事名 立谷沢川流域 科沢砂防堰堤工事 

発表者  現場代理人   荒川 亨          

 

１．はじめに   

 本工事は、最上川水系立谷沢川流域の直轄砂防事業の一環として、科沢上流から流出した土石流の

軽減・調節を目的として砂防堰堤を築造するもので、平成２２年度から工事を行っている砂防堰堤工

事です。 

この科沢砂防堰堤は、CBBO 型鋼製堰堤と言う特殊な堰堤です。そのため通常の生コンの他に、鋼

材を積んでいる大型車の通行があるのですが、現場入口付近部は道路幅が狭くなっており、科沢集落

内での交通災害が予想されました。又、河川上での施工になり、増水による自然災害と水害が発生す

る可能性があった為に水に対する対策も必要でした。 

 本論文では、地元地区とのコミュニケーション及び施工中の交通災害低減と河川切廻し作業で対策

を行った事例を紹介したいと思います。 

 

２．地元への周知と情報交換 

 前記のように科沢地区内を大型車が通行を行うことを着工に先立ち工事案内の資料を配布し、事前

にお知らせを行いました。その後、科沢地区で集会が開催されたので参加をさせてもらい、工事概要

と大型車両の通行が頻繁に行われるということをお知らせしました。 

 その際に、車両を通行する為の意見や要望を聞くことが出来た為、事前から通行の難しい時期を知

ることが出来て、資機材搬入時期の調整を行うことが出来ました。 
 

 

 
配付資料① 配付資料② 地元説明会の状況 
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３．交通災害の低減 

（１）自社車両への周知 

地元地区からの意見を基に運搬する際の注意事項をまとめ、現場関係者の人、大型車両運転手への

教育を行って、地区内を通行する際には十分注意して通行を行うように教育を行いました。 

（２）資材運搬車両の対策 

鋼製堰堤の材料を運搬する大型車両は、一度に複数台で運搬を行う為に、一度で現場へ来てしまう

と、地区内での待機車両が出てしまい、科沢地区内で待機を行うと通行の妨げになってしまい、交通

事故を起こしてしまう可能性があった為に、運搬車両の運転手を別の箇所で待ち合わせを行い、その

場所で運転手への危険個所の説明を行ってから、少数台ずつの誘導で現場への誘導を行って地区内で

の待機車両が生じないようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．河川内作業を行うための安全対策 

(１)当初の計画 

施工箇所が河川内に位置しており施工を行うために、河川の切廻し作業が不可欠となっていまし

た。当初の計画で施工を行うと下記の問題があった。 

①切廻し作業を施工状況に合わせて複数回切廻しを行うことになる。 

②大型土のうによる締切で施工をする為、隙間より出水の危険性がある。 

③切廻し作業に掛かる施工日数が 1 回あたり約 8 日掛かる。 

           

       設置前状況(下流側)          設置前状況(左岸側) 

(２)施工方法の検討 

①切廻しを行う回数を少なくすると、河川内での危険な作業を少なくすることができ、作業を行う人

の危険作業を低減できる。 

安全教育の状況 
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②大型土のうを使用するのでなく出水の危険が少ないコルゲートパイプを使用する事により施工中の

危険性を低減する事が出来る。 

③切廻し作業を 1 回だけ行うことにより工期の大幅な短縮(約 10 日)を図れる。 

上記②の検討よりコルゲートパイプを使用した切廻しを行いたいのだが、コルゲートパイプで施工

を行うと施工箇所へ設置する事になり、再び移設作業が出てきてしまう。 

そこで、①.③を解決する為にコルゲートパイプをあらかじめ移設しないように設置を行うことにより

工期の短縮する事が出来ると考えました。 

 検討結果、H 鋼を施工箇所の支障にならない箇所へ打込みそれを土台として H 鋼を組立て、コルゲ

ートパイプを設置する事になりました。 

         
      基礎地盤状況             パイプ設置(下流側) 

           
              パイプ設置状況(左岸側) 

 

（３）変更後の状況 

①コンクリート堰堤工と鋼製堰堤工を交互に施工を行わなくていけなかったため、施工順序が変わ

り、コンクリート堰堤工の施工を完了してから鋼製堰堤工の作業へ入ることができた。 

それにより、鋼製堰堤工を施工する為の足場の組立も一度で済む事が出来、組立解体の期間の短縮

及び、解体作業も少なくなったことにより転落災害の危険性も減少した。 

②施工中に大雨による河川の増水がありましたが、その際にもコルゲートパイプからの出水も無く、

施工箇所への河川の侵入が無かった。 

③切廻し作業の回数が減り、工程の短縮を図ることが出来た。上記の写真のように施工箇所の邪魔

にならない箇所へ設置していたので、施工の都度場所の変更や、施工範囲の区分等をしなくてよくな

った為スムーズに施工を行うことが出来た。 

以上の結果により、今回の切廻し方法の変更による成果は施工期間の短縮、施工範囲での危険作業

の低減等が出来て、工程・安全の面からみても成功であったと思います。 
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５．地域貢献等について. 

 7 月の下旬に降った雨により科沢地区内の町道に面している地山が崩壊し、町道を塞いでしまう災

害が発生してしまいました。その道路は工事車両が通行する場所ではなかったのですが、その場所は

工事車両が通行している際に、一般車両が待機してもらっている箇所でした。 

 地区内の人が土砂の撤去を行っていたのですが、雨により再び流出する恐れがありました。そこで

現場で使用していた小型のバックホウにて崩壊下部の整形を行い、杭と矢板にて土留めを設置しまし

た。設置したことを科沢地区の方々に感謝されました。 

       

土留め施工状況              施工完了状況 

 

６．終わりに 

今回の工事を担当し、集落が工事現場付近にあり、交通災害等の危険が心配でした。地域の人

からも協力をしていただき順調に完了する事が出来ました。 

又、毎回思うのが自然災害の大きさと、こう言った工事の重要性と必要性を感じました。自然

と向き合う工事になる為に危険もたくさんありました。 今後の現場でも、作業を行う人たちが

安心して作業を行うために安全を確保することの重要性を肝に命じ、今回の経験を活かしていき

たいと思いました。 

 最後になりましたが、無事故で工事を完成することができたことは、工事に関わった皆さんの

ご指導・ご協力のおかげと思います。ありがとうございました。 

                  施工完了状況 
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